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北但大震災と北丹後地震

• 大正12年（1923）関東大震災

• 大正14年（1925）北但馬地震（北但大震災）

• 昭和02年（1927）北丹後地震（丹後震災）

• 昭和18年（1943）鳥取地震

• 昭和19年（1944）昭和東南海地震

• 昭和20年（1945）三河地震

• 昭和21年（1946）昭和南海地震

• 昭和23年（1948）福井地震



北但馬地震（北但大震災）

• 大正14年（1925）５月23日、午前11時11分

• 地震規模 M6.8

• 死者428名、負傷者1,016名

• 全壊1,733棟 半壊2,106棟 一部損壊45,659棟

• 焼失2,328棟]

• 豊岡の市街地の約7割が焼失

• 城崎では炊事中に家屋が倒壊、多くの女性が焼死

• 久美浜で大きな被害。発災時「但馬丹後大震災」
とも。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%97%E4%BD%86%E9%A6%AC%E5%9C%B0%E9%9C%87#cite_note-%E6%A4%8D%E6%9D%91.2014-3














北丹後地震（丹後震災）

• 昭和2年（1927）3月7日、18時27分に発生。

• 丹後半島北部を震源。マグニチュード7.3

• 大宮町〜峰山町〜網野町の間を走る郷村（ごうむ
ら）断層、岩滝〜野田川町を走る山田断層が動く

• 東京帝国大、京都帝国大、東北帝国大が調査。

• 「活断層」という専門用語を初めて使用。

• 昭和4年（1929 ）、網野町の樋口・小池・生野内
の３箇所の断層を天然記念物に指定。









北丹後地震（丹後震災）

• 死者2,925人（府下2,898人）

• 負傷者7,806人、全壊1万2,584棟、半壊9,443戸

• 峰山町、網野町、加悦町、岩滝町で、家屋倒壊率
は70〜90 %

• 網野町、峰山町、野田川町などで大火。

• 8,287戸が焼失。
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北丹後地震のレガシー

• 「活断層」が学術用語が使われる端緒。

• 郷村断層は国の天然記念物指定

• 網野町浅茂川西方から、郷村経て峰山町、大宮町
口大野へ至る。全長18km。雁行配列をなす10本程
度の断層群。

• 最大約100cm隆し、左ずれは最大で270cm。

• 網野町郷の小池地区、樋口地区、生野内の3地点で
断層を保存。

















北丹後地震のソフトレガシー

• 春の火災予防運動の契機。

• 震災３年目の昭和５年３月７日、大日本消防協会
は、府県の消防協会と共催、第１回の防火運動を
近畿地方で実施。

• 京都、大阪、兵庫、滋賀および奈良の二府三県が
参加、火災予防に関する講習やラジオによる広報
を行ったほか、小学校での火災予防の講話、街頭
での広報、チラシの配布、さらには消防職員や警
察職員が消防演習を実施。



丹後震災記念館と震災記念塔

• 全国からの義捐金は1年後には約440万円。被
災者に配布。

• 震災１周年後、義捐金の残金で震災記念施設を
と府知事が提案

• 昭和4年12月竣工。

• 鉄筋コンクリート造、地上1階、地下１階。

• 京都府技師一井九平が設計。









丹後震災の記憶

• 記念碑、慰霊碑

• 震災遺産、絵画

• 復興建物 峰山小学校／口大野村役場
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記憶と記録を次世代に伝えるために

• 橋爪が関与した記念館

• 人と防災未来センター

• 津波高潮ステーション

• ピース大阪（大阪国際平和センター）













震災資料の収集・保存事業

• 平成７年10月、 (財)２１世紀ひようご創造協
会が「震災とその復興に関する資料・記録の収
集・保存事業」を開始。

• 平成10年4月、（財）阪神・淡路大震災記念協
会が事業を継承。

• 平成12年6月から約2年間、兵庫県の「緊急地
域雇用特別交付金事業」を活用。



震災資料の収集・保存事業

• のべ約450人の調査員に委託。

• NPO、各種団体・組合、復興公営住宅、事業
所、学校、まちづくり協議会等を訪問

• ビラ、チラシ、ノート、メモ、写真、避難所で
使用された物などの「生の」資料、いわゆる一
次資料（原資料）を中心に収集。

• 平成14年4月に、阪神・淡路大震災記念 人と
防災未来センターが開館

• 約16万点の資料を保存・活用。

•
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ピース大阪（大阪国際平和セ
ンター）
• 平和資料館（仮称）基本計画

• 1991開館

• 平和に関する生涯学習・教育の場とする。

• 学校教育における平和学習に協力する施設とする。

• 関連諸団体の交流の場とする。

• 調査・研究機能をもつ施設とする。

• 府民・市民の参加・協力のもとに運営する施設とする。
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刻の庭（ときのにわ）

• 平成16年（ 2004）5月

• 大阪空襲死没者名簿公開

• 大阪府では８度の空襲

• 死者12,620人、行方不明者2,173人。

• 平成17年（2005）8月 「刻の庭」（ときのにわ）

• 「大阪空襲死没者を追悼し平和を祈念する場」

• ８つの鐘
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刻の庭（ときのにわ）

• 平成21年（2009）3月

• 「刻の庭」壁面の整備事業

• 15000人の子どもたちにタイルに刻印

• 令和3 ( 2021）年9月

• 「刻の庭」の銘板に大阪空襲死没者追加登載
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次世代に向けて。
ピースおおさかの使命
• 設立時のミッションを再確認

• 過去をふりかえると同時に未来に向かう施設。

• 戦争を知らない若い世代に、平和を訴える。

• 世代間や国際間の交流に応じ、市民が集う開放
的な施設。

• 調査・研究機能をもつ。

• 建物に託された平和へのメッセージ

• 多様性を認めあい、個々に自立すること。



国際的な取り組み

• 日本・ポーランド国交樹立100周年、第二次世界大戦勃
発80年などで、平和を祈念するイベントを開催。
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復興建築の利活用に向けて

• 震災の記憶保存、震災の記録保存

• 全国からの義捐への感謝を継承

• 来る次の災害への備え

• 防災意識の高揚

• 文化財の利活用

• 市民や訪問者が平時も利用



復興建築の利活用に向けて

• 丹後震災記念館に関して

• 丹後震災記念館の耐震対策

• 丹後震災記念館の利活用

• 復興建築の活用

• 峰山小学校校舎の耐震補強と文化観光等の活用

• 口大野村役場の活用

• 記念碑、慰霊碑、震災遺物の利活用



復興建築の利活用に向けて

• 丹後震災記念館に関して

• 設立時の想いを再確認

• 過去をふりかえると同時に未来に向かう施設。

• 次世代に防災の意義を訴える。

• 桜の復活と紅葉の名所という特徴を活かす

• 市民が集う開放的な施設。

• 国際交流、観光集客をはかる。

• 地域の歴史や防災に関する調査・研究機能をもつ。



復興建築の利活用に向けて

• 市内全体での機運醸成

• 100周年に向けて、機運を盛り上げるプログラム
が必要

• 市民の想いを集める防災イベント、地域の文化財
建物の活用事業など

• 市民の想いを集めて、丹後震災記念館の耐震化と
利活用を

• クラウドファンディング、企業版ふるさと納税、
個人的ふるさと納税



丹後震災100周年に向けて

• 2025〜2027にかけて機運醸成

• 100周年に向けて、市内各地で「我がごと」とし
て、機運を盛り上げるプログラムが必要。

• 「丹後震災１００年記念事業実行委員会」を設置

• 地元高校生のアイデアも取り込み、事業を展開。

• プレイベントを実施。発災時の写真と同じ場所で
撮影会。



ご清聴ありがとうございました。
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